
日 程 2017年3月20日（月）-30日（木） 

  

訪問先 インド・タミルナドゥ州 
（チェンナイ市及び周辺農村） 

現地受入れ団体  
ＡＨＩ元研修生のNGOによる受入れ。 

 
対 象    20名（高校生10名・学生/一般10名） 

※ＡＨＩの会員になって頂く必要があります 

参加費  215,820円 

※燃油特別付加運賃、空港使用料、ビザ申請料等 

が別途必要になります 

プログラム内容（予定） 

日本国内：事前準備会 全２回 

現地：農村ホームステイ 4 泊／スラム・病院・

NGO 訪問／学校訪問・交流／ダリット土地権

利活動現場訪問／体験の振り返り・共有等 

 

 

 

 

９泊１１日 
 
応募締切 2017年２月１７日（金） 

※定員に達し次第締切ります 

※お申込みの際は必ず正式な資料（要項・申込書）

をご請求下さい。団体ホームページより入手可。 

 
現地プログラム企画・問合せ先   

アジア保健研修所（AHI） 

【担当：秀熊】 

電  話：０５６１－７３－１９５０ 

メール： info@ahi-japan.jp  

ホームページ：http://ahi-japan.jp 

 

企画・実施 (株)風の旅行社 
受託販売   (株)風カルチャークラブ 
後援    JICA 中部（予定） 

           

説明会へお越しください！ 
     スタディツアーの詳しい説明から体験談まで。お気軽にご参加ください。 

日時： １月２８日（土）、2 月 4 日（土）1４:00～1６:00 

会場： アジア保健研修所（ＡＨＩ）愛知県日進市米野木町南山９８７－３０ 

          説明会前日までに電話・メールにてご連絡ください 

 

 

南インド 生きる力をつかむ旅 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「インドの人たちは懸命に生きている。           

自分もたくましくなれた。」 

 

経済発展が著しいインド。               

都市と農村の格差がひろがる中、農村部の 

被差別民ダリットの人たちが、自らの暮らし

を少しでも良くするために活動しています。 

現地ＮＧＯのコーディネートにより、スラム 

・学校・医療現場などを訪問し、ダリットの

人びとのお宅で一軒に一人のホームステイを

体験。現地での触れ合いを通じて、人とつな

がる力が身につきます。 

 ３０年以上のスタディツアー実績 

 元研修生の団体が現地で受け入れ 

 2 回の準備会でしっかり事前準備 

南インド・スタディツアーより（2016） 

ＡＨＩスタディツアー 2017 

mailto:info@ahi-japan.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 活動［食事］ 宿泊／都市 

3/20 月 

 

午前／空路、中部空港出発→バンコク(乗継) 

→チェンナイ空港到着（深夜） 

研修所へ移動（バス）     ［－・機内・－］ 

チェンナイ市内 

ICSA 研修所 

3/21 火 午前／チェンナイ市内にてオリエンテーション 

スラム訪問 

午後／ディナバンドゥ村へ車で移動（約5時間） 

夕刻／ディナバンドゥ研修所着    ［朝食・昼食・夕食］ 

アンドラプラデッシュ州 

ディナバンドゥ村 

ディナバンドゥ研修所 

3/22 水 午前／村周辺の地域産業見学（バス移動） 

午後／TTA によるオリエンテーション 

(活動紹介、農村状況、ホームステイについて) 

                 ［朝食・昼食・夕食］ 

アンドラプラデッシュ州 

ディナバンドゥ村 

ディナバンドゥ研修所 

3/23 

 

木 

 

 

午前／TTA の地域センターへ移動 

農村のホームステイ先へ移動 

＊交流、家のお手伝いなど 

                  ［朝食・昼食※・夕食※］ 

タミルナドゥ州 

ティルヴァッルール県 

農村ホームステイ 

（TTA 活動地域、少数民

族・ダリット住民宅） 

3/24 金 終日／農村ホームステイ 

＊いずれかのタイミングでＴＴＡ地域センターへ 

集合し、住民グループにお話を聞く。 

                  ［朝食※・昼食・夕食※］ 

ティルヴァッルール県 

農村ホームステイ 

 

3/25 土 夕刻／農村ホームステイ終了（参加者再集合） 

＊バスで出迎え、村近郊のゲストハウスへ移動 

             ［朝食※・昼食※・夕食］ 

ティルヴァッルール県 

ゲストハウス 

またはMSK Lodge  

3/26 日 午前／RCF 事務所へ移動しオリエンテーション、 

ホームステイ先へ移動 

                    ［朝食・昼食※・夕食※］ 

ティルヴァッルール県 

農村ホームステイ 

（ＲＣＦ活動地域、ダ

リット住民宅） 

3/27 月 終日／ホームステイ＝農村生活体験 

［朝食※・昼食※・夕食※］ 

ティルヴァッルール県 

農村ホームステイ 

3/28 火 午前／ホームステイ先からＲＣＦへ移動 

   小学校・中学校へ訪問、交流 

午後／ダリットの土地権利回復活動現場を訪問 

夜／宿舎にて振り返り会   ［朝食※・昼食・夕食］ 

ティルヴァッルール県 

GURU Lodge 

またはゲストハウス 

3/29 水 午前／車移動、チェンナイ市内着-観光、買い物 

深夜／空路、チェンナイ空港発→ ［朝食・昼食・夕食］ 

機内泊 

3/30 木 →バンコク(乗継)→中部空港着(夕刻)［機内・機内・－］  

 

※はホームステイ先で食事 

ディナバンドゥ村 

ＴＴＡ 

チェンナイ 

インド 

バングラデシュ 

ネパール 

タミルナドゥ州 

現地受け入れ団体 

ANITRA 
(アジア研修・調査活動 

ネットワーク) 
ディナバンドゥ村に研修所

を設置し、現地の保健ワーカ

ーの養成に力を尽くす 

    TTA 

（農村貧困者協会） 
ダリットの教育や権利回復、

障害者の自立支援を行う 

RCF 

(リバイバル教会連盟) 
クリスチャンに改宗したダ

リットのためのネットワー

クづくり、権利を守り健康を

高める活動を行う 

 

アンドラ 

プラディッシュ州 

 

 

公益財団法人 アジア保健研修所（ＡＨＩ）は、アジア各地の村々で人々の健康を守るため、

現地の保健開発ワーカーを育成している国際NGOです。1980年に始まり、約6000人の

研修生がアジア各地で活動しています。その活動は、会員、寄付者、ボランティアの方々に

よって支えられています。 

 

価値判断をなくすことによって 

人と繋がれるということが分かった 

（20代・男性） 

 

英語ができなくても何とかなる！ 

ぜひ来年の参加者に伝えてほしい 

（70代・男性） 

 

ＲＣＦ 

動きながら勉強することができた 

学校は楽しくいくものだと思った 

（高校生・女性） 

 

参加者の声 


